
（単位：千円）

うち交付金
充当額

1 感染症対策支援事業 全住民に1人10枚、マスクを配付。 784 681 配布枚数：133,400枚

2 海外留学者等に対する特別定額給付金支給
事業

海外に留学した学生が住民票を海外に移している場合、特別定額給付金の
支給対象とならないため、保護者に対して町独自に給付（10万円/人）。 101 87 給付人数：1名

3 水道料金の減免事業
水道料金の基本料金の2分の1を減免。対象は全利用者（官公庁除く）で、期
間は令和2年5月分から5か月間。 13,356 11,596

繰出金：13,356千円
【内訳】
　一般用：12,282千円
　業務用：1,074千円

4 プレミアム付き商品券発行事業
県が提起したプレミアム率20％（県町各10％）に、町独自の支援策として
10％を上乗せし、30％のプレミアム率で発行。発行冊数は6,000冊。 12,168 10,564

補助金：12,168千円
【内訳】
　換金済額に対するプレミアム額：11,968千円
　事務費補助金：200千円

5 就学援助を活用した支援
学校納入金の支払いが困難な家庭への支援として、就学援助を受けている
家庭の子どもたちを対象に1人あたり2万円を給付。 5,503 4,758

給付人数：274名
【内訳】
　桂川小：160名
　桂川東小：23名
　桂川中：91名

6 学校給食費の免除
学校が再開された令和2年6月から令和3年3月末日まで、給食費を全額免
除。対象は全児童生徒。 42,957 39,898

免除対象者数：167,309人（延べ）
【内訳】
　小学校・東小学校：118,196人（延べ）
　中学校：49,113人（延べ）

7 ひとり親家庭等支援事業
児童扶養手当を受給しているひとり親家庭等の子どもたちに対して、1人あ
たり3万円を支給。 9,475 8,205 支給人数：315名

8 保育所副食費の免除
町内の保育所の園児の副食費を、令和2年5月分から令和3年3月末日まで
全額免除。 3,362 2,948 免除施設数：14施設

免除対象園児数：76人

9 医療機関等感染症対策支援事業
医療機関、社会福祉施設等に対して、感染予防に要する衛生用品として、
備蓄しているマスクの提供を継続。 ─ ─

支給対象施設：46箇所（6,540枚）
【内訳】
　高齢者施設：31ヶ所　3,900枚
　障がい者施設：15ヶ所　2,640枚

10 中小企業の事業継続支援事業
前年同月等と比較して、売上額が15％以上減収した事業者に支援金を支給
（20万円/事業者）。 53,853 48,132 支給件数：269件

令和2年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業実績

事業名 事業の概要 総事業費 実績等番号

【検証に関する事項】
　・令和5年2月27日開催「桂川町まち・ひと・しごと創生総合戦略検証委員会」において、同事業に関する検証を実施。
　・内閣府地方創生推進室発出「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した地方単独事業に対する会計検査院の指摘事項を踏まえた留意事項等について」（令和4年11月4日事務連絡）
　　に関する不適切事例について内部検証実施の結果、該当する事案なし。



うち交付金
充当額

事業名 事業の概要 総事業費 実績等番号

11 保育施設従事者、放課後児童クラブ職員に対
する応援事業

感染のリスクと向き合いながら業務に取り組んでいる保育施設従事者、放
課後児童クラブ職員に対し、1人あたり1万5千円又は3万円を支給。 2,526 2,188

給付対象施設：4施設（90人）
【内訳】
　善来寺保育園（31人）
　桂川町社会福祉協議会（14人）
　土師保育所（25人）
　吉隈保育所（20人）
　※支給額は勤務条件により異なる。

12 図書消毒機の購入
感染症防止対策として図書の消毒を行う機材を設置。設置場所は町立図書
館、3小中学校図書室。 3,388 2,942 【設置個所】

町立図書館1台、学校図書室3台

13 避難所環境向上事業
避難所での密集・密接を避けるため、パーティションやマット、毛布等を購入
し、避難所の衛生環境向上を図るもの。 13,642 13,248

パーティション：55セット
マット：572枚
ベッド：30台
毛布：1,500枚

14 医療機関等感染症対策支援事業
緊急事態宣言が解除になったものの、引き続き感染対策に努めている医療
機関等に対して、感染予防に要する費用を支援するために、現金を給付（10
万円又は20万円/施設）。

19,711 19,314
給付額：19,700千円（130件）
【内訳】
　200千円×67件＝13,400千円
　100千円×63件＝6,300千円

15 住宅改修特別促進事業

新型コロナウイルス感染症により落ち込んだ地域経済の活性化と住民の生
活応援の観点から、既存の住宅改修補助金の制度拡充を行うもの。
　補助上限額：10万円→30万円
　補助率：10％→30％

19,221 18,373 支給件数：101件

16 新生児に対する特別定額給付金
国の特別定額給付金の給付対象外となっている令和2年4月28日以降に産
まれた子に対し、町独自で10万円を給付。 6,614 6,410 支給人数：66名

17 感染症拡大予防対策用品の確保
庁舎窓口仕切設置

今後懸念される新型コロナウイルス感染症の更なる拡大に備えるため、町
内公共施設に消毒液やマスク、フェイスシールド、窓口用透明アクリル板等
の感染対策資材を配備するもの。

6,157 5,610 窓口用アクリル板42枚
消毒液、マスク等

18 福祉バスの追加導入
車両内の3密解消のための増車や、車両消毒時間確保のための車両の
ローテーション使用に対応出来るよう、福祉バス用マイクロバスを1台追加導
入し、町内公共交通の感染防止と運行維持を図るもの。

7,364 7,151 マイクロバス１台

19 リモート会議等環境整備事業
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため増加しているリモート会議等に
対応するため、庁議室に機器及び回線を設置し、参加し易い環境整備を行
うもの。

703 683 設置台数：1台
設置箇所：庁議室

20 イベントキャンセル料等の支援
町後援・協賛や町助成団体等のイベント類が中止・延期を余儀なくされた場
合に、実施のための経費に係る各種キャンセル料等の負担が主催者の以
後の活動の支障とならないよう支援を行うもの。

659 640
支給件数：2件（659千円）
【内訳】
　商工まつり：506千円
　桂川町文化事業公演：153千円

21 インフルエンザ予防接種助成事業

インフルエンザと新型コロナウイルス感染症の同時流行を防止するため、全
町民を対象にインフルエンザ予防接種費用の一部を助成するもの。なお、高
齢者インフルエンザ予防接種の対象者については、既存の高齢者インフル
エンザ個別予防接種事業に上乗せして助成するため、個人負担なしで接種
可能。

6,055 5,880 接種実施医療機関数：84件
期間：令和2年10月～令和3年2月



うち交付金
充当額

事業名 事業の概要 総事業費 実績等番号

22 リサイクルボックスの増設

飲食類のテイクアウト需要増大によるトレーやペットボトル等のリサイクルご
みの増加に対し、リサイクルボックスを増設することにより、回収能力の向上
を図り、併せて適正利用の推進により、リサイクルごみが感染拡大の発生源
となる事象の防止を図るもの。

1,700 1,650
増設工事費一式
増設箇所：役場駐車場、総合福祉センター、瀬戸
区、平山一区、平山二区

23 子育て支援センター光庭改修
子育て支援センター『ひまわりのたね』利用者の3密解消のため、光庭で外
遊び出来る環境整備を行うもの。 6,431 6,245

改修工事費一式
改修箇所：総合福祉センター（子育て支援センター
「ひまわりのたね」）

24 保育所施設環境改善事業
3密解消のため、保育室等に収納している保育備品等を屋外倉庫で保管出
来る環境整備を実施し、保育室の有効面積拡大を図るもの。 1,826 1,773 整備工事費一式

施工箇所：土師保育所運動場内

25 保育所生活衛生向上事業
町立保育所の保育室の3密解消及び衛生環境向上のため、園児1人あたり1
台のお昼寝用ベッド等を導入し、お昼寝時の園児間の距離の確保を図るも
の。

1,940 1,883
スタッキングベット：180台
スタッキングベット用キルトパット：180枚
布団セット：20セット

26 修学旅行キャンセル料の支援
小中学校の修学旅行が中止を余儀なくされた場合に、キャンセル料を全額
助成し、保護者の経済的負担の軽減を図るもの。 1,285 1,247

桂川中学校修学旅行キャンセル補助金
※小学校2校はキャンセルなし
【内訳】
　12,392円×93名（生徒分）
　12,223円×10名（教員分）
  95円×103名（保険料）

27 避難所環境向上事業
指定避難所の3密解消のため、桂川小学校及び桂川中学校の体育館を避
難所として開放することを想定し、トイレを湿式から乾式に改修し、併せて大
人や高齢者の利用にも対応出来るようバリアフリー化するもの。

23,388 22,712
改修工事費一式
改修箇所：桂川小学校体育館トイレ
　　　　　　 桂川中学校体育館トイレ

28 小学校感染症対策設備整備

体や衣服が汚れる頻度が高い特別支援学級児童が主に利用するシャワー
室について、密閉度が高く、また設備不具合により利用に支障を来している
ため、換気等の対策が出来る部屋をシャワー室に転用し設備を改修するこ
とで、児童・教員の安全確保を図るもの。

567 550 設置工事費一式
設置箇所：桂川小学校多目的トイレ内

29 中学校感染症対策設備整備
通常時は常時利用しないため空調未整備の通級教室について、3密回避の
ために実施している分散授業に常時利用出来るよう、エアコンを設置するも
の。

1,243 1,207 設置工事費一式
施工箇所：桂川中学校通級教室

30 給食共同調理場感染症対策設備整備

調理場内の衛生環境の確保と、密閉の解消の両立を図るため、搬入口等に
網戸及びエアカーテンを設置し、また感染対策として、手指消毒・洗浄機の
手動式から非接触型への変更と、外来者の体温確認のための非接触型体
温計の配置を行うもの。

1,440 1,398
・網戸設置工事、エアカーテン設置工事
　施工箇所：共同調理場調理室
・消毒器・手洗い器
・非接触型体温計

31 公民分館活動ウィズコロナ応援支援金
マスク着用や3密対策等の「新しい生活様式」を踏まえた公民分館活動の推
進のため、1分館につき3万円を支給するもの。 1,020 991 支給分館数：34分館

32 図書館換気設備改修
密閉解消対策として、開館以来の設備である換気設備を全改修することに
より、館内の衛生環境（換気）向上を図るもの。 3,540 3,438 改修工事費一式

改修箇所：桂川町立図書館

33 住民センター大ホール空調・換気設備改修
密閉解消対策として、冷暖房と換気を両立させ、快適かつ安全に大ホール
を利用出来るよう空調設備の全改修を行うもの。 15,279 14,838 改修工事費一式

改修箇所：住民センター大ホール

34 電子ディスプレイ設置
町の中心部となる町立図書館に隣接する県道沿いに、新型コロナウイルス
感染症に関する情報等を発信する電子ディスプレイを設置することにより、
感染症への注意喚起及び対策意識の高揚を図るもの。

3,740 3,632 設置台数：1台
設置箇所：桂川役場前交差点図書館側



うち交付金
充当額

事業名 事業の概要 総事業費 実績等番号

35 地域外来・検査センター運営事業補助金
飯塚医師会によるＰＣＲ検査センター運営費に係る国・県費充当後の不足分
に対し、飯塚市・嘉麻市・桂川町の利用者割で補助するもの。 163 0

全体検査数（延べ人数）：1,357人
【内訳】
　飯塚市在住：968人
　嘉麻市在住：223人
　桂川町在住：67人
　他市町村：99人

36 総合福祉センター空調機器更新

自衛的な燃料備蓄及び非常用発電が可能な災害バルク設備を備えた空調
機器に更新することにより、ライフラインが断絶するような危機的状況におい
ても、総合福祉センターの指定避難所としての機能確保及び三密対策を図
るもの。

87,768 52,663
改修工事費一式
改修箇所：総合福祉センター
その他特定財源：災害バルク等導入補助金33,542
千円

37 一般廃棄物収集運搬業感染症対策支援事業
一般廃棄物収集運搬委託業者に対して、新型コロナウイルス感染によりゴミ
収集業が滞らないように、感染防止を更に徹底してもらうため、感染予防に
要する経費を支援する（20万円/事業者）

400 400 支援対象：2業者

38 地域活動推進支援事業

コロナ禍においても、感染予防対策を講じつつ、地域福祉の推進のため、平
時と同様に地域活動に取り組んでいただく必要がある行政区長会、民生児
童委員協議会、人権擁護委員会及び保護司会の活動支援を行うもの（2万
円/人）

1,700 1,700
行政区長：34人
民生児童委員協議会：40人
人権擁護委員会：4人
保護司会：7人

39 生活困窮者支援事業

社会福祉協議会が行っている緊急小口資金特例貸付制度又は総合支援資
金特例貸付制度の貸付決定を受けた世帯に対して、その生活を支援するた
め、1世帯につき5万円と、世帯主を除く世帯員1名につき1万円との合計額を
給付。

5,828 5,810
給付額：5,810千円
【内訳】
　50千円×88世帯＝4,400千円
　10千円×141人＝1,410千円

40 ＰＣＲ検査実施医療機関等応援事業
新型コロナウイルス感染症の患者（疑い患者を含む）の検査を実施している
医療機関や、入院患者の受け入れを実施している医療機関等への支援。 6,661 6,660

7医療機関合計　6,660千円
【内訳】
町内診療所4箇所×750千円＝3,000千円
（青柳、大村、内田、桂川腎）
※PCR検査を行っている診療所
コロナ患者受入機関3箇所
飯塚病院：2,400千円
市立病院：540千円
済生会：720千円
※受入病床数等条件により金額に差異あり。

41 感染拡大防止協力事業者応援事業

緊急事態宣言期間中（令和3年1月16日～2月7日・令和3年2月8日～3月7
日）、県知事の要請に応じ営業時間短縮等に取り組み、福岡県感染症拡大
防止協力金の交付決定を受けた事業者に対し、応援金を1件につき20万円
支給。

4,605 4,600 支給件数：23件

42 罹患者見舞金給付事業
新型コロナウイルス感染症に罹患した住民に対して、回復後の生活を支援
するため、罹患者1名につき10万円の見舞金を給付。 100 100 支給件数：1件

398,223 342,805合計　


